
令
和
７
年
も

　
″
い
い
ム
ラ
を
つ
く
ろ
う
〟

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
す

が
す
が
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
元
日
に
能
登
半
島
で
地
震
が
発
生
し
、

年
明
け
早
々
多
難
な
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
も
、
豪
雨
災
害
や
連
日
の
猛
暑
な
ど
、
気
候
変
動

の
影
響
を
強
く
感
じ
た
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
身
の
回
り
で
は
、
物
価
高
騰
や
犯
罪
被
害

の
増
加
な
ど
、
生
活
に
直
結
す
る
課
題
も
顕
在
化
し

て
お
り
、
暮
ら
し
と
安
全
を
守
る
対
策
の
必
要
性
が

増
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
の
村
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
は
、「
グ
ル
ー

ビ
ー
樅も

み

の
木
公
園
」の
開
園
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
芝
生
広
場
や
大
き
な
滑
り
台
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
コ
ー
ト
な
ど
を
備
え
た
家
族
で
遊
べ
る
公
園
と

し
て
昨
年
４
月
に
開
園
し
て
以
来
、
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ

て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
駐
車
場
不
足
が
課
題
と
な

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
、
新
た
な
駐
車
場
を

整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
と
も
、
皆
さ
ま

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
公
園
を
目
指
し
て
、
機
能
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
年

特　集

広報
と うかい

　村発足70周年記念
事業「ファニーずと未
来の東海村を描こう」
での一コマ。
　“30年後はどんな東
海村になっているか
な？”をテーマに、思
い思いの未来を描きま
した。

今月の表紙今月の表紙

は
、「
新
た
な
総
合
計
画
」「
村
発
足
70
周
年
記
念
事

業
」「
わ
か
も
の
の
ま
ち
サ
ミ
ッ
ト
」な
ど
を
重
点
的

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い 

（
詳
細
は
左
ペ
ー
ジ
）。

　
原
子
力
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
海
第
二
発
電

所
に
お
い
て
、
事
業
者
に
よ
る
安
全
性
向
上
対
策
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
工
事
の
施
工
不

良
が
発
生
し
た
こ
と
に
伴
い
、
原
子
力
規
制
庁
と
の

協
議
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
施
設
の
安
全
性
に
関

わ
る
問
題
で
す
の
で
、
事
業
者
に
は
、
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
村
と
し
ま

し
て
も
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
原
子
力
災
害
に
備
え
た
東
海
村
住
民
避

難
計
画
」は
、
地
域
ご
と
の
内
容
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
昨
年
12
月
に
各
世
帯
へ
配
布
し

ま
し
た
。
本
村
は
、
発
災
事
業
所
ご
と
に
避
難
時
の

初
動
が
異
な
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
い

ざ
と
い
う
時
に
適
切
な
避
難
行
動
が
取
れ
る
よ
う
、

周
知
徹
底
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
良
き
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

東
海
村
長

　
山
田

　
修
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“若者も主役となるまちづくり”“若者も主役となるまちづくり”
　若い世代の“やってみたい”を実現する「高校生
まちづくりスクール」、高校生･大学生が集い、
住み続けたいまちについて“ゆるく”対話する「わ
かもの会議」、高校生が地域の魅力を発信する授
業など、村をフィールドに若者が活動･活躍する
機会を創出していきます。

「
わ
か
も
の
の
ま
ち
サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催

「
村
発
足
70
周
年
記
念
事
業
」を
展
開

「
新
た
な
総
合
計
画
」の
ス
タ
ー
ト

　
今
年
３
月
31
日（
月
）に
、
村
は
発
足
70
周
年
を
迎

え
ま
す
。
周
辺
自
治
体
が
合
併
を
進
め
て
き
た
中
、

村
は
自
立
し
た
行
政
運
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
先

人
た
ち
が
築
い
て
き
た
東
海
村
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、″
未
来
の
東
海
村
〟を
展
望
で
き
る
よ
う

な
記
念
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
は
、
村
内
の
小
中
学
生
か
ら
村
発
足
70
周
年

記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

３
３
８
作
品
も
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
般

の
方
々
か
ら
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
票
を
行
い
、
す
て
き
な
デ

ザ
イ
ン
に
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
村
発
足
70

周
年
の
周
知
や
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
い
よ
い
よ
本
番
を
迎
え
ま
す
。
多
く
の
村
民
の

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
思
い
出
に
残
る
事
業

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
11
月
、
石
川
県
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
た「
わ

か
も
の
の
ま
ち
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
４
」。″
参
加
の
場

と
し
て
の
若
者
の
居
場
所
〟と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、

若
者
が
主
体
と
な
っ
て
、
多
様
な
参
加
者
が
熱
心
に

議
論
し
て
い
る
姿
か
ら
、
大
変
多
く
の
学
び
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
11
月
に
は
、「
わ
か
も
の
の
ま
ち
サ
ミ
ッ
ト
」

を
本
村
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、
全
国

で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
団
体
等
が
一

堂
に
会
し
ま
す
。
こ
こ
東
海
村
で
議
論
で
き
る
こ
と

は
、
村
の
こ
れ
か
ら
の「
こ
ど
も･

わ
か
も
の
政
策
」

に
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
多
く
の
方
々
に
関

心
を
持
っ
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
サ
ミ
ッ
ト
に
な

る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

“３月31日（月）、東海村は70歳になります”“３月31日（月）、東海村は70歳になります”
　祭りや各種イベントの拡充、記念式典での村
民表彰、記念コンサートなど、さまざまな記念
事業を展開していきます。のぼり旗や横断幕の
設置、ラッピング路線バスの運行なども順次行
っています。村発足70周年記念事業を共に盛り
上げていきましょう。

村が実現したい
未来･将来像、中
期的目標

村が果たすべき
使命･目的

 ミッション ミッション
MISSIONMISSION VISIONVISION

 ビジョン ビジョン

村に関わる全ての人
に大切にしてほしい
考え方、行動指針

　村が実現したい目標や方向性などを分かりや
すく表現した経営方針。
　変化の著しい現代においても目標を見失うこ
となく、村民の皆さんと対話しながら、スピー
ド感をもって効果的な施策を実施することで、 
“いいムラ”づくりに努めていきます。

１
．
人
口
減
少
対
策

２
．
新
た
な
基
盤
整
備

３
．
Ｄ
Ｘ（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）の
推
進 

４
．
安
全･

安
心
の
確
保

４つのテーマ

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

 バリュー バリュー
VALUEVALUE

　
令
和
７
年
度
か
ら
、
東
海
村
第
６
次
総
合
計
画
に

代
わ
る「
新
た
な
計
画
」が
始
ま
り
ま
す
。「
新
た
な
計

画
」は
、
主
に
民
間
企
業
な
ど
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る「
ミ
ッ
シ
ョ
ン･

ビ
ジ
ョ
ン･

バ
リ
ュ
ー
」と
い
う
考

え
方
に
基
づ
き
、
機
動
性
と
柔
軟
性
の
あ
る
計
画
と

し
て
い
ま
す
。
施
策
の
重
点
化
を
図
る
た
め
に
掲
げ

た
４
つ
の
テ
ー
マ
を
、
今
後
５
年
間
に
お
け
る
政
策

運
営
の
４
本
柱
と
し
て
積
極
的
に
事
業
を
推
進
し
、

村
民
の「
幸
福
度
の
向
上
」を
目
指
し
ま
す
。
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　脱皮を繰り返しながら成長するヘビのイメージから、“復活と再生”や“生命
力”が連想される巳年。「巳」を「実」にかけて“実を結ぶ年”になるともいわれて
いるようです。
　そこで今月号では、「広報とうかい」（令和６年11月10日号）で公募した巳年
生まれの皆さんに、①新年の抱負、②今年挑戦したいこと、③東海村の好き
なところを聞いてみました。

田口 章 さん　昭和16年生まれ/84歳

《新年の抱負》
 健康第一！ 妻と２人で96歳を目指す
ため、ウオーキングを続ける。

《今年挑戦したいこと》
 新しく何かに挑戦するのではなく、健
康づくりに励み続けたい。

《東海村の好きなところ》
 道がきれいで歩きやすいところ。

細浦 芹菜 さん　平成13年生まれ/24歳

《新年の抱負》
 昨年は周りに支えられた１年だったた
め、今年は恩返しがしたい。

《今年挑戦したいこと》
 母が作るポトフが大好き。母を目標に
料理を頑張りたい。

《東海村の好きなところ》
 優しい人がたくさんいるところ。

中村 拓哉 さん　平成元年生まれ/36歳

《新年の抱負》
 車のコーティング技術２級の資格を生
かし、車の状態やお客さんのニーズに
合わせたベストな施工をする。

《今年挑戦したいこと》
 車のコーティングの個人営業を始めたい。

《東海村の好きなところ》
 全部。特に、住みやすいところ。

（1989）

（2001）

（1941）

生まれに聞く！
新春インタビュー

山田 琉輝空 さん　平成25年生まれ/12歳

《新年の抱負》
 小学３年生から始めた空手。黒帯への
昇段を目指す。

《今年挑戦したいこと》
 パイロットになるという夢に近づくた
めに、英語を頑張りたい。

《東海村の好きなところ》
 自然が多く、食べ物がおいしいところ。

冨永 寧 さん　昭和52年生まれ/48歳

《新年の抱負》
 美容室開店20周年。感謝を込めて地域
やお客さんに貢献したい。

《今年挑戦したいこと》
 趣味のダンス。３月の発表会に向けて
さらに上を目指したい。

《東海村の好きなところ》
 交通の便が良いところ。

田口 ユキ さん　昭和16年生まれ/84歳

《新年の抱負》
 夫と２人で96歳を目指すため、無理
なく健康づくりを続ける。

《今年挑戦したいこと》
 30年続けたパッチワーク。ポーチな
どの作品を売ってみたい。

《東海村の好きなところ》
 福祉サービスが手厚いところ。

（1941）

（1977）

（2013）

巳年
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生まれに聞く！
新春インタビュー

山田 琉輝空 さん　平成25年生まれ/12歳

《新年の抱負》
 小学３年生から始めた空手。黒帯への
昇段を目指す。

《今年挑戦したいこと》
 パイロットになるという夢に近づくた
めに、英語を頑張りたい。

《東海村の好きなところ》
 自然が多く、食べ物がおいしいところ。

冨永 寧 さん　昭和52年生まれ/48歳

《新年の抱負》
 美容室開店20周年。感謝を込めて地域
やお客さんに貢献したい。

《今年挑戦したいこと》
 趣味のダンス。３月の発表会に向けて
さらに上を目指したい。

《東海村の好きなところ》
 交通の便が良いところ。

田口 ユキ さん　昭和16年生まれ/84歳

《新年の抱負》
 夫と２人で96歳を目指すため、無理
なく健康づくりを続ける。

《今年挑戦したいこと》
 30年続けたパッチワーク。ポーチな
どの作品を売ってみたい。

《東海村の好きなところ》
 福祉サービスが手厚いところ。

（1941）

（1977）

（2013）

巳年
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～東海村の誕生からこれまでの歴史を振り返る～
▲東海村発足70周年
　記念特設ページ

村松村と石神村が合併し、
東海村に。村の人口は１万
1,583人。

「東海村」が誕生

昭和30（1955）年３月31日

東海村がホッケー会場
となる。

石神駅を東海駅、
石神郵便局を東海
郵便局と改称
昭和32（1957）年

公募により村章決定
昭和38（1963）年 東海村民会館（現在の東

海文化センター）が開館
昭和52（1977）年

「東海音頭」発表、
都はるみさんの歌で
レコードに。
村の木「黒松」制定
昭和55（1980）年

総合体育館が開館

村の人口が
３万人を超える
（３万64人）
昭和57（1982）年

東海スイミング
プラザがオープン

昭和59（1984）年 昭和62（1987）年

幕末の思想家、藤田東湖の
「正気歌」中の「卓立す東海
の浜」にちなんで東海村と
名付けられたといわれてい
る（諸説あり）。

原研･東海研究所の研究
用原子炉（ＪＲＲ-１）
が臨界。日本で最初の原
子の火がともる。

昭和32（1957）年

昭和35年ごろの東海駅

昭和40（1965）年10th
昭和50（1975）年20th

第29回国体「水と緑の
まごころ国体」開催
第29回国体「水と緑の
まごころ国体」開催

昭和49（1974）年

昭和54（1979）年

昭和56（1981）年

米国
アイダホフォールズ市と
国際親善姉妹都市の調印

昭和60（1985）年

30th
「東海村発足
30周年記念式典」
開催

村の花「スカシユリ」制定
「東海村民憲章」制定
村立図書館が開館

東海村民会館を
東海文化センターと改称

役場新庁舎（現在の
役場庁舎）が完成

平成３（1991）年

「東海十二景」制定

平成元（1989）年

第１回
「東海さくらまつり」開催

平成７（1995）年

40th
「東海村発足
40周年記念式典」
開催

村の鳥「メジロ」制定

姉妹都市交流会館が
オープン

平成７（1995）年

第１回
「東海Ｉ～ＭＯのまつり」
開催　　　　　　　

東海村がホッケー会場となる。

「全国高等学校
総合体育大会

（インターハイ）」開催

「全国高等学校
総合体育大会

（インターハイ）」開催

平成14（2002）年

村の人口が
３万5,000人を超える
（３万5,136人）
平成15（2003）年

総合福祉センター「絆」が
オープン 平成16（2004）年

県道日立東海線･
留大橋が開通。

平成17（2005）年

50th

新村立東海病院が開院

東海ファーマーズ
マーケット「にじの
なか」、農業支援セン
ターがオープン
平成21（2009）年

令和７（2025）年３月31日（月）

東海村発足
70周年

東海村が誕生してから70年。
令和７年７月５日（土）･６日
（日）には、村発足70周年記念
式典の開催を予定しています。

村の人口が
３万7,000人を
超える
（３万7,438人）
平成22（2010）年

保健センター内に子
育て世代包括支援セ
ンター「はぐ♥くみ」
がオープン

平成29（2017）年

東海村産業･情報プラ
ザ「アイヴィル」（旧リ
コッティ）が開館
平成28（2016）年

イモゾ―ファミリーの
キャラクターが決定

平成25（2013）年

東日本大震災
平成23（2011）年
３月11日

平成27（2015）年60th

東海村がホッケー会場と
なる。

第74回国体「いきいき
茨城ゆめ国体」開催

令和元（2019）年

これからも発展し続けます！

新型コロナウイルス感染
拡大。緊急事態宣言が出さ
れる。 令和２（2020）年

歴史と未来の交流館が
開館 令和３（2021）年

グルービー樅の木公園
がオープン

もみ

S TART

※歴史と未来の交流館では、常設展示で村の歴史を詳
しく紹介しています。皆さんぜひお越しください。

歴史と未来の
交流館の詳細
はこちら

第１回「東海まつり」開催

平成９（1997）年

平成13（2001）年

平成18（2006）年

「東海村発足
50周年記念式典」
開催

令和６（2024）年

令和７年新春
企画

つくば万博で
「東海村の日」を
開催。

イモゾ―誕生

第１回
「大空マルシェ」

開催

東海村70周年の歩み
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～東海村の誕生からこれまでの歴史を振り返る～
▲東海村発足70周年
　記念特設ページ

村松村と石神村が合併し、
東海村に。村の人口は１万
1,583人。

「東海村」が誕生

昭和30（1955）年３月31日

東海村がホッケー会場
となる。

石神駅を東海駅、
石神郵便局を東海
郵便局と改称
昭和32（1957）年

公募により村章決定
昭和38（1963）年 東海村民会館（現在の東

海文化センター）が開館
昭和52（1977）年

「東海音頭」発表、
都はるみさんの歌で
レコードに。
村の木「黒松」制定
昭和55（1980）年

総合体育館が開館

村の人口が
３万人を超える
（３万64人）
昭和57（1982）年

東海スイミング
プラザがオープン

昭和59（1984）年 昭和62（1987）年

幕末の思想家、藤田東湖の
「正気歌」中の「卓立す東海
の浜」にちなんで東海村と
名付けられたといわれてい
る（諸説あり）。

原研･東海研究所の研究
用原子炉（ＪＲＲ-１）
が臨界。日本で最初の原
子の火がともる。

昭和32（1957）年

昭和35年ごろの東海駅

昭和40（1965）年10th
昭和50（1975）年20th

第29回国体「水と緑の
まごころ国体」開催
第29回国体「水と緑の
まごころ国体」開催

昭和49（1974）年

昭和54（1979）年

昭和56（1981）年

米国
アイダホフォールズ市と
国際親善姉妹都市の調印

昭和60（1985）年

30th
「東海村発足
30周年記念式典」
開催

村の花「スカシユリ」制定
「東海村民憲章」制定
村立図書館が開館

東海村民会館を
東海文化センターと改称

役場新庁舎（現在の
役場庁舎）が完成

平成３（1991）年

「東海十二景」制定

平成元（1989）年

第１回
「東海さくらまつり」開催

平成７（1995）年

40th
「東海村発足
40周年記念式典」
開催

村の鳥「メジロ」制定

姉妹都市交流会館が
オープン

平成７（1995）年

第１回
「東海Ｉ～ＭＯのまつり」
開催　　　　　　　

東海村がホッケー会場となる。

「全国高等学校
総合体育大会

（インターハイ）」開催

「全国高等学校
総合体育大会

（インターハイ）」開催

平成14（2002）年

村の人口が
３万5,000人を超える
（３万5,136人）
平成15（2003）年

総合福祉センター「絆」が
オープン 平成16（2004）年

県道日立東海線･
留大橋が開通。

平成17（2005）年

50th

新村立東海病院が開院

東海ファーマーズ
マーケット「にじの
なか」、農業支援セン
ターがオープン
平成21（2009）年

令和７（2025）年３月31日（月）

東海村発足
70周年

東海村が誕生してから70年。
令和７年７月５日（土）･６日
（日）には、村発足70周年記念
式典の開催を予定しています。

村の人口が
３万7,000人を
超える
（３万7,438人）
平成22（2010）年

保健センター内に子
育て世代包括支援セ
ンター「はぐ♥くみ」
がオープン

平成29（2017）年

東海村産業･情報プラ
ザ「アイヴィル」（旧リ
コッティ）が開館
平成28（2016）年

イモゾ―ファミリーの
キャラクターが決定

平成25（2013）年

東日本大震災
平成23（2011）年
３月11日

平成27（2015）年60th

東海村がホッケー会場と
なる。

第74回国体「いきいき
茨城ゆめ国体」開催

令和元（2019）年

これからも発展し続けます！

新型コロナウイルス感染
拡大。緊急事態宣言が出さ
れる。 令和２（2020）年

歴史と未来の交流館が
開館 令和３（2021）年

グルービー樅の木公園
がオープン

もみ

S TART

※歴史と未来の交流館では、常設展示で村の歴史を詳
しく紹介しています。皆さんぜひお越しください。

歴史と未来の
交流館の詳細
はこちら

第１回「東海まつり」開催

平成９（1997）年

平成13（2001）年

平成18（2006）年

「東海村発足
50周年記念式典」
開催

令和６（2024）年

令和７年新春
企画

つくば万博で
「東海村の日」を
開催。

イモゾ―誕生

第１回
「大空マルシェ」

開催

東海村70周年の歩み
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